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パラオ海溝陸側斜面の巨大石灰岩岩帯の

発見とその成因

藤岡換太郎゛l　北里　 洋＊2

パラオ海溝南部の陸側斜面から,巨大な石灰岩の世帯が見つか９だ。この石灰宕は珊瑚礁起源

であり，かつては浅梅にあ・ たが現在は水渊a400m のところに存在している。石灰岩の農面

にはス11 ・ ケンサイドのような跡や崩壊し土石洫を発生した跡が見られた。石灰岩に含まれる

叢希有孔虫には，太平洋に普遍に見られる鏑海槿と再堆積した古い浮ａ掵有冫1.啝の２種●が認

められる。このような石灰岩の岩帯は北海道南部千鳥海溝の襟裳海山や柬北日本沖日本海溝の

第一廃鳥海山と同気 遠方から運ばれてきた可鮟忻がある。石灰岩の盛田 としてlｔ 1 ）カｏ

ｑｙプレートに乗・ た遙111の頂郭にあうた石灰岩がプレートの沈み込みに際して海溝陸側に付

加した，2）･ｆラオ海溝隍側斜面に古くからあ 。た珊瑚礁が巨大崩壊を起こし現在の水深にま

で運ばれた，s）･ｆラオ海溝牋側斜面がタクトｓツクヱロージｌｙによ・ て削られ古い石灰岩

が麌在の位ｌ にまできた，のｓつの可鰻掵が考えられる。

手一ワード: 海溝讒鹹斜面，石灰岩，洟海圖瑚軋 斜面崩崎，土石糞堆柵物，付加
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Body  at the Landward  Slope of the

Palau  Trench
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A  large  limestone  body  was  found  at Che  landward  slope  of the  southern  Palau  Trench.

This  limestone  body  was  originally  shallow  marine  coral  reef and  its present  position  U

6,400m  deep  sea. Oo  the  surface  of the  limestone,  slikensfde.  and  collapse  structure  to

have  debris  flow  deposits  and  two  kinds  of foraminiiers  were  frequently  observed.  Two

kinds  of foraminifers  were  found  from  I his limestone  body.  One  is deep  marine  benthic

torams  common  to  the  Padfic  Ocean  end  another  is reworked  old  forams  which  may

transported  from  this limestone  body.  This  kind  limestone  is similar  with  those  of the

Brimc  and  Deiichi-Kashima  SMT  which  were  transported  far from  eqatona)  region  by

plate  movement.  The  possible  origin  of this limestone  is three  folds;  1)  coral  reef on the

summit  of  seamount  on  the  Caroline  Plate  moved  toward  the  subducQon  sone  and

accreted  into  the  landward  slope.  2) huge  slope  failure  collapsed  down  with  this lime-

＊ １　 海洋 科 学 技 術 セ ンタ ー掫海 研 究 部

＊ ２ 鯛 大学 理学 敵 地 聨 睹 宣

＊S DeepSeaRe ｓｅａＪ℃hD り･artment,  Japan Marine Ｓｄｅxｌｃｅ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏ１０ｇy Center

＊4 Institute ｏｆ Ｇ●nscieno 鴫FAallty of Sd4nce, Ｓｈｌｌｕｏｋａ Ｕｎｊｖｅrｓitｙ

JＡＭＳＴＥＣＪ.0 ●●p S●● Ｒ･･.，10 （1994 ）



stone  from  trie shallower  perl ot the PaJau  Trench  landward  slope, and  3) tectonic  ercsin

proceeded  ai the  landward  slops

Key  words:  Trench  landward  slope. Limestone  Sh&llcw  marine  coral reel, Slow  failure.

Debris  flow deposit. Accretion

¶ 。 は じ め に

パ ラ オ 布 溝 は フ ４ ９ ピ ン海 プ レ ー １ の 東 を 縁 ど る 伊

豆･ 小 笠 乢 マ11 ア ナ 。 ヤ フ プ な ど の 海 溝 の 甫 の 廷 長 に

あ た る。 パ ラ オ海 溝 の さ ら に 南 方 の延 長 は ア ユ ｝ラ フ と

な 一3て フ ４ リ ピ ン 海 プ レ ー ト 最 南 蛾 部 を 形 成 し てい る 。

一 方 陸 上 の･･eラ オ 鳥 は フ 。 り ピ ン 海 の 裏中 に ， 九 州 か ら

続 く 大 構 遠 で あ る 九 州 一 パ ラ オ 海 伽 （古 鳥 弧 ） の 南 端| ご

あ た る 古 い 火 山 と 珊 瑚 礁 の 鳥 で あ る 。 フ ４ リ ピ ン 海 プ

レ ー ト の 肉端 部 の テ ク ト ニ ク ス に つ い て は， 多 く の 研 究

者 に よ
う て
着 目 さ れ 議 論 さ れ て き たが い ま だ4こ定 晩 は 出

て い な い （ 佻 え ぱWeissel ａｎｄ Anderson,  1978 ；

Ca ｒdｗe11, ｅtal.jgS3 ）。 パ ラ オ 海 溝 周 辺 で は 従 来 パ ラ オ

鳥 の 第 三 紀 火 山 岩 の 岩 石 学 的 研 究 や 古 堵 磁 気 学 的 研 究 が

な さ れ て き て い た （John ｓｏｌ ａｌｄ Ｎａｋａｎｌ・r 氛198S;

Hasten et al.,1 蚓l ）。 ま た 海 溝 域 に つ い て は 音 波 探 査| ご

よ る 地 下 構 透 の 決 定 や ピ スト ン コ ア ラ ー|ごよ る 炭 酸 觴

タ ー ビ ダ イト の 研 究 や 海 溝 地 形 の 鬨 査 な ど が 行 わ れ て き

て い る が （ｙａｍａｉｎｏ甸 ｅt al。 1986 ）， 潜 航 爾 査 は今 ま で

に 一 度 も 行 わ れ て い な か･･ た。

パ ラ オ 海 溝 は ヤ ッ プ 海 溝 と同 様 に 短 い 海 溝 で あ り な が

ら 陸 上 に 耄 出 す る 岩 石 は 両 者 で 大 変 異 な る 。 そ し て こａ

両 鳥 慨 と も他 の 一 般 的 な 鳥 弧 。 す な わ ち 活 火 山 と 深 発 地

震 面 を 崎 つ ， と は 大 い に 異 な る 。 も し パ ラ オ 海 溝 の 南 に

つ な が る ア ユ ト ラ フ が 現 在 海 吹 絋 大 し て い る か, も し く

は近 い 過 去 に 拡 大 し て い た と す れ ば， ア ユ ト ラ フ に 由 来

す る 物 質 がパ ラ オ 海 溝 南 部 の 陸 側 斜 面 に 付 加 し て い る 可

鮨 性 が あ る 。 拡 大 し た プ レ ー ト が す ぐ 沈 み込 み 郤 に 枸 ち

込 ま れ る とい う 極 め て 特 殊 な テ タ １５ ヅ タ セ ッ タ ４ ン ダ

|こ な り ， こ の よ う な 状 況 に あ っ た 例 と し て は 東 太 平 洋 淘

昨 と ペ ル ー海 溝 ， 拡 大 停 止 後 の 四 国 洵 盆 と 南 海 ト ラ フ ，

廁 支 那 誨 と マ ニ ラ 海 溝 な ど が あ る。 こ の よ う な テ ク ト

ニ 。 ク セ 。テ ４ ン ダ を 考 慮 し パ ラ オ海 溝 の付 加 体 の 槽 追

を 研 究 す る た め 陸 側 飼 面 に 譫 紋 し た。 そ の結 果 腔 側 創ｉ

の 水 課6,4Clm を 超 え る 深 さ か ら 巨 大 な 石 灰 宕 の 岩 帯 が

発 見 さ れ た。 こ の 石 灰 岩 の 岩 帯 の 起 源 に つい て 考 察 を 加

え こ こ に 報 告 す る 。 図 １ は パ ラ オ 梅 溝 周 辺 の 地 形 を・ し

た。

2j２

２．パラオ海溝の地形

パラオ海溝の地形にｰついては米 国海軍 の作･3 た 海底地

形図や海上保安庁水路 郎作成 のJEBCO の原 図 が出され

ていたが，測躍の位薦や水深 の誤 差が大 きす ぎて 地形の

大枠の理解1こしか役立 たな い。パ ラオ海溝北部特 にヤ・

プ梅溝との会合点 の海底地形は嶐１保安庁水路郎 のシー

ビ ームによる興査が行 われた（岩渕ほ か，1 的（l）｡ 海 嗣

軸の北 亂 パラオ群鳥最大 の馬バ ベルダオブ鳥の 東沖に

は，パラオ海洞最簾の水源7,000m を超 えるＴｅａｒＤrりｐ状

の栢の広い堆積盆が存在す ることがわ かり た（加顳ほ

か，1986 ）｡･海 溝 輸は北ではほぽ 南北 の配列を し ている

が南に行くにつれて東西成分を加え，全体として 迴くの

字璽に北緯S °から6 °ま でお よそ220km つ な が る。ヤフ

プから/１ラオにかけての地形についてはFujioka et a1 ，

（19e6 ） が 島弧－ 海溝系をいくつ かの セグメ ントに区分

し その特徴1こついて躪綸している。

潜航 の事前調査の ため「よこ すか」 のマル チ ナロー

ピ ームによる地形の調 査を行い。 東京大学海洋研支所で

行われているシーピーＡの測裨と組み合わせて地形図を

作成した〔ｌｏｂａｙａshi et al. 1992)。KH92 ―1 航 海では

パ うオ海溝の南の端からアユトラフに かけてのシ ーピー

ム|こよる地政 地・ 慨 ，重力 ，及 び音波探査など の爾査

と地般弟流重の観測が行われた。1993 年 「 よこす か」|ご

より濳鵬の事氈の地形調査を行った。瀰練はパラｉ 海溝

の南の端でアユトラフとの交点に当た る部分で，東西に

８ マイ ル間隔で ４本の長さ佃マ４ルほ どの測線 を引 い

た。海 上保安庁水路部の=7 ンパイル地形図によればパラ

オ布溝は南西につながり，東には アユ トラフの地形が貫

入 するよ うに見える。 海溝底は水匍6,75a 譱 の 平 圸面 で

あ るが小さな円形の地形で これ か衫型 の履 行 配 列を す

る。海 溝の膀側斜面は急塵 をなし その走行は北東一南西

方向である。yｆラオ海溝の兩の速 読揶 では水深の課い都

分が簷 行状に配列しており。杉型 の左横ずれすな わちア

ユ１ラフが東北 の方向 にプ ロパゲ イト しながら沈 み込ん

でいるとすれば このような地形が 曲来 ることにな る。

一方 海側斜面 では階段状 の正断●が見られるが刻ﾋ 日

本や伊 豆・小笠原に見られるような地塁・地溝構造は嬾

薯 ではない（堀田ll か ，19g; 小111ほ か，本書 ）。これ
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図 １ ノぐラ オ海 溝 周 辺 の地 形図

Ｆｉｇ. １ Ｔｏｐｏｇrａｐｈｉｃ ｍａｐ around the Palau Ｔｒench.
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はカロリンプレートがパラオ海溝に沿 って沈み込んでい

るが，アユトラフの北へのブロパゲーシｓンのために横

ずれを星しているためかも知れない。

「しんかい6500」の潜航にようて徼地形を覩察した。

着底点は水深6,468m のパラオ海溝陸側斜面の途中の地

点で，底質は礫がちの泥であうた。斜面崩壊の起こって

いる場所ではその傾斜は90°あ るいは場所によって は

オーバーハングしている。 斜面崩壊の裾に行くにつれて

傾斜は謖くなるが，それで も45°ほどある。石灰岩の作

る地形は削られた谷と尾根で，尾根は石灰岩の溶解に

よって丸いリッジ状の地形を呈する。それに対して谷は

＆瘋の発達したすり鉢状の地形を呈している（写真1 ）。

水深の浅い節分では堆積物の彼覆のため傾斜は纉くなる

が，生物の作る小さな火山 のような地形が数多く発達し

ている。堆積勧の表面は波打うて至る所に円錐形の砂山

が見られた。高さは大きいもので30cm 臘度である。こ

れは生物の巣穴であろう。

３．パラ オ海 溝の地質

パラオ海溝の地質に関す る研究は少 ない。東京大学 海

洋研 究所 の白鳳 丸に よるKH84 ―1. KH87-3,  KH92-

1の 航 梅 で地形 や地質， 地 球物理 の 研 究が行 われ た。

KH92 ―1航 海 ではパ ラオ海溝 の南の端から アユトラフ

にか けてのシーピー亠による地形，地 磁気。重力 などの

調査 が行われ た。 マルチチャン ネル音 波探査の測槻がパ

ラオ北部（Pala ｕ－1 ） と南 郎 （Pala ｕ－2 ） と で行わ れ

てい る。Tokuyama ｅt al. （1985 ）に よれぼ陶の測線 で

は水 諏4j ∽ｍ 以洟 に小さ な付 加体 の発達 が見 られ る。

兩の溂線 をよく見る と水深6 μ ）Omか ら4,500m ま では成

層したケ イオ ティ ックな堆 積物 が膨 らんだ形を してい

る。 この側線の解釈を醯 ２に示す。ま た北の測線 では付

加体 はな く炭 酸壗の タービ ダイトがピ スト ンコ アによ っ

て得 られている（Ｙａｍａｍｏtｏ et al.,1986）。 これは陸倒

斜面 の浅所から運ば れた土石流堆積物 である可能性かあ

る。 水深6,（X）Om以 深 では内 鄲構 透が は･, き りしない た

め堆積物は強い変形を受けいている可能性があ る。 日本

海溝 の三 陸沖のメガ シアーのよ うな ものかもしれない

し， あるいは付 加体 の一郭 かも知 れな い（藤岡 ・村山，

1992）。

･ ごヽラ オ の陸上の地質 は古 く南 洋庁 がｌ かれていた こ

ろ， 田山(1937) や 江 口（1935 ）に よりて主として鳥の

地形 や珊瑚礁に閧しての４一里的な研究 がなされ た。戦後

米国 の Ｍａsｏｎ（1986 ） が軍 関係 の地 賓を発表し ている

がこの報告はほとんど入手できない。 そうい う意味では

２j4

図 ２ パ ラ オー2 の解 釈

Fig.  2 Interpretation ｏｆ ｌｅｉｍｉｃ profile. Palau-2 by Ｔｏｋｕ･

ｙａｍａｅtal.(19e9).

パ ラオ鳥の地質 謁査は もう一度 きちん とや るべ きであ

る。火山岩に関してはJohnson and Nakamura （1985 ）

が 陸上の火山岩の分折を行 うてお り， 火山 岩はＥｏｃｅｎｅ

からEarly ＯＵｇｏｃｅｎｅのL・w-K  Tb・leliiteで 岩石 は玄武

岩ない し安山岩である としている。yｆレオマグネに閧し

て はHaston et al.  (1988) の研 究 があ り パラ オ鳥は

Lower Mioc ≪ne 以 来60 °－70 °回 転 し， それ は地 域的な

ものではなくフィリピン海全体が回転 したとしている。

今回の調査では， 潜航 の前に陸上の火山 岩を観察採集し

たかその年代 や化 学組成については現在 検討巾 である。

4. 潜 航 結 果

潜航結果について述べる。図３は潜航 のルート マップ

である。「しんかい6500 」 の 着定点は海 溝陸側斜面の中

の急斜面の途中 で，底質は・?ｌ じりの泥 であ った。水燦

6.468rｎから石灰 岩の巨 大な 露頭 が見られた。石 灰岩は

堆 積物の被覆は薄く全 面露 頭で内 嶇構 造 もよ く見られ

た。リ７ジ状に飛 び出 たところと小さな 谷を形成 してい

るところとあった（写 裏1 ）。 谷は斜面崩壊 によ ってえ

ぐ られ その表面には土石が削りたと思わ れる条痕 が至る

所 に見られた。崩壊を起こした所 はすり鉢状 の地形を呈

している。垂直な塵にはやはり削 られた跡が生々 しく土

石 はさらに浅所からや 。てきたと思われる。 石灰岩の間

に は30 ～50rn･ の 黒 い泥の罷 が狹まれており，石灰岩の

発 遠の悪か うた時期 のあ る こと がわか る （写真X 7 ，

8）。石灰岩の表面は溶けて丸みを 帯 び， また削ら れて畿

筋 もの条膜が見られた。 この巨大なブロ ックの換式的な

スケッチを図 ４に示した。巨 大な崩埴 ブ ロックより浅い
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Fig. 4 Sketch of  limestone block.
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図 ３ 潜航ルート

Fig.Ｓ Route of dive.

忿１

所では，水深6μX)ｍまでに約ｌｍほどの石灰岩の露出

するステップがなんだんも見られた( 写真3.4) 。水深

の洩い方向に石灰岩の露頭は減少し堆徴勧の被覆が厚く

なるが破片は見られた。6,000m以洩では石灰岩の露頭

は全く見られなかった。叺000m以浅では堆積物の被覆

のため石灰岩の蒭頭は見られず代わ･5て生物の生痕が見

られる。10－30cm のマウンドや糞のほかにナマコ，ゴ

カイ，イソギンチャクなどが単体として至る所に見られ

た。水深5j00m より鰒い海底での生勧の数は一般の海

洋底に比べて多く，生物を養う栄養が轟富な条件がそ

ろっていると考えられる。

潘航の結果見られた橋式断面を図５に示した。



５ ． 石 灰 岩 のｐ ●

驕 定 点 か ら 水 深6, 帥Om 位 ま で は 石 灰 岩 の 巨 大 な 露 頭

か ら な る 。 石 灰 岩 は成 層 す る 部 分 が 観 察 さ れ ， 間 に 泥 鬟

の 堆 積 物 を 挾 む 。 水 源 が 極 め て 大 き い た め 全 体 に 溶 解 し

て 丸 く な･ｺ て い る 。 石 灰 岩 は 斜 面 崩 壊 し 土 石 洫 堆 積 勧 を

下 釦 こ供 柮 し て い る 。 士 石 に よ･ ｇて 削 ら れ 多 数 の 桑 痕 が

見 ら れ。 そ の 部 分 は谷 鴆 形 を 呈 し す り 昨 状 の 地 形 に な･7

て い る。 一 方 。 甄
う た部 分 は

尾 根 を 形 成 し て い る 。 ｓｌ ●

部 は 赤 茶 色 の 堆 積 勧 と 凰 い 堆 種 物 か ら な り 厚 さ はSOcra

ほ ど であ る 。 堆 積 枷 と 石 灰 岩 の 接 触 面 は不 親 則 で あ り 侵

食 面 を 埋 穡 し た も の と 思 わ れ る 。 周 辺 で 得 られ た柱 状 試

料 は 石灰 岩 の 破 片 を 含 む 遠 洋 性 の 堰 秋 物 で 炭 酸 塩 の 殼 を

持 一つ徼 化 石 は 含 ま れ て い な か っ た。 石 灰 岩 がＣＣＤ以 下

の こ の よ う な 瀝 さ （6,咄 ）－6､468m ） に 存 在 す る た め に

は い く つ か の可 譱 蛉 が 考 え ら れ る 。

石 灰 岩 の 試 科 が多 数 碍 ら れ た （ 写 輿5 ，6 ，g －14 ）。

こ れ ら は い ず れ も歓 ら か く 水 原 の 大 き い 海 底 に 長 い 間 存

在 し た た め 溶 解 し た も の と 考 え ら れ る 。 石 灰 岩 の 試 料 を

か 。１ し て そ の 表 面 を 見 る と 洩 い 海 に 生 息 し て い た 生 物

の 破 片 が 沢 山 含 ま れ て い る こ と が わ か 。 た （ 写 裏4

14 ）。 そ れ ら は 予 察 的 な 検 討 結 果 で はN8 位 。 中 期 中 新 世

下 部 と 考 え ら れ て い る （ 亂 私 信 ）。

水 原6,0 闃 ｍｇ 浅 で は 堆 積 物 の 被 覆 の た め 石 灰 岩 のＩ

頭 は 見 ら れ な か
う た 。
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断 溷 で あ る 可 能 性 が あ る が 潜 航 中 の 観 察 で は 諠ll で き な

か り た 。

潜 航 に 滕 し て 採 集 さ れ た コ ア 及 ぴ 岩 石 の 有 孔 虫 を 検 討

し た 。 コ ア 試 科 は250me ｓh で 水 洗 し た の ち 乾 燥 さ せ た 。

ま た 岩 石 試 料 は ， ナ フ サ で 泥 化 処 理 を 行 り た 後 ，25･

ｍｅsb で水 洗 し た 。 こ れ ら に さ ま れ る 有 孔 虫 を 鑑 定 し た 。

結 果11 表 １ に 示 さ れ て い る 。

諱 試 料 か ら｡2a 属3Z 留 の 皀 摩 有 珊｡咤lを 同 室 し た 。 コ ア

試 科 か ら 産 出 す る ほ と ん ど の 有 孔 虫lj 太 平 洋 の 庫 海 に 生

息 す る 種 類 で あ る 。 一 方 。 岩 石 試 科 （ 石 灰 岩 ） か ら は

Amphist ｌｇｉｎａ. Ｂｅterｃstｅｂｉｎａ, ０ｐｅｃｕlina と い う 藻 類

共 生 型 の 大 型 有 孔 虫 の 化 石 が 産 出 す る 。 な お.  R ―002

と 一（XM （写 真7 ， 亀12 －14 ） に は 掫 洵 種 も 共 生 す る が

こ れ は 石 灰 岩 が 土 石 流 と な 。て 油 れ 下 ・ た と き の 厩 合 ●

で あ る 。 ま た 表2 に 水 深 の 震 化 に と1, な う 地 形 ・ 地 質 の

変 化 を 示 し た 。

６．考　　 察

＃194)潜航の連中で発見された石灰岩の岩帯は巨大で

あり，このような大きな岩暑が海溝の瞳側斜面から発見

2竡

さ れたのは，「しんかい6800 」 に よる＃145. ＃14 惑潜航

で小笠原海台で発見されたものに 次ぐ （沖野 一徳山 ，本

番）。従来 日仏 海溝叶面で第一廟鳥海山や襟裳海山 で

潜 り込む石灰岩が潜水調査船 ノテ ールによ って発 見され

て い る （Ｐａｌtｏt,Ｎａｋａｍｕｉａ et al 。 1987 : Cadet,

Kobayashi et a1.,1987 ）。 このよ うな石灰岩帯は しかし

陸側には巨大な岩帯として現 れてはいない。第一 鹿禺海

山 の場 合諡。陸 側 は著 しく震形破 砕した30c・1か ら １ｍ

程 度のプｐ 。クが散在するのが廸認されてい るが この成

因については畿論か別れる。 すな わち，腴刹付加 したの

ではなく梅側から滑ってきたとす るのとin  situに 付 加し

たとする２つであ る（Ｃａｄｅt,Kobay ａｓｈｉ et al･， 198?；

Pautot,  Nakamura ｅt 。1,1967つ。

臉上の巨大な石灰岩帯例え ぱ秋 吉台や北 卜北帯 の竜泉

澗など仕ジ ，ラ紀 の付加体である とい う鰥訳 が車越 して

い る（例え ぱ太田 ，19S? ；箕 浦，198S ）。 しかし現在進

行髟で石灰岩帯 が海溝軸の海側か ら陸側 へ と付加 してい

る 現象 が証 明 さ れた 例 は な い。Tokuyama et aL

（19 砺 ） は奄美海台 の音故探査の結果から海 台が璃球海

溝 へと付加し前弧 の郎分がそのため|こ習しい変形 を被９

ているとしてい る。沖野ほか（本書）は小 笠原海 合では

現 在進行形の１つのケースと考え ている。

パラオ海溝爍側 斜面 の石灰岩に つい ては現在祥 しい研

究を行りていると ころ であり結論 は出せない。し かし以

下の３つの可蚩 性がその成因として考えら れる。 すなわ

ち，石灰岩 の元あ・ た場所につい ては海溝 の海側 か陸佃

かのいずれかに しかな く，それらは

1） カｇ リｙプ レートに乗･1 た 海山 の頂郎付近 にあ･5

た 石灰岩がプレ ートの沈み込みに 際して睦側付加 Ｌた，

2） パラ１ 海溝陸側斜面に古くからあ,・ た珊瑚 礁が巨

大自壊を起 こし猜在の水灘にまで運ぱ れた｡

3） バラｉ 海溝羶側斜面がｆ クトエックェロージ・ ン

によ･i て剛られ古 い石灰岩が現在の位置にまできた，の

３つの可能性 であ る。

まず，1 ） であ るためには石灰 岩の年 代 がカロ りンプ

レ ートの年代と同 じか それより少し若くなければ ならな

い。

2），3 ） である ためには石灰岩帯 の片剛 れ がパ ラオの

ど こかに残 ってい る必要があ る。パラオの陸上地 質に‘り

い ては黠しいこ とがわか・ ていない。石灰岩の中 に合ま

れ る大型有虱廡 につい ては詳細な研究を待たねば ならな

い が。予察的には中期中釿世下郎およ そl5Ma く ら いだ

と考えられてい る。 ヤ 。プ鳥には14Ma の 石 灰質 砂岩が

知 られ てい る （田山，1936 ）。 パ ラオでは田山 （1937 ）

JAMSTECJ. Ｄ・ 卩Ｓ●・ Ｒ●s.｡10（19９41
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表 ２ ビ デオ の記 載

ＴＩｌ ｅ２ １ｘｐｌｌ・●Ｕｇｌ ｏｆ Ｄｉｙｌ 】9aVjdee.

以下 は一 遍 のビ デ オの 記 載で あ る 。水 繦 の大 ● い海 底 から浅 い 方 へ向 け て の変 化を 追 うこ とが で きる 。

{11 UxS4 二亅･CMS1&2.&468 『鴉，ｌ 戳;点 付近。 石灰 岩略 蒙 のＩ じ う た糺 生物 や生 Ｓ が多 いｉ 藏 の中 にゅ ●す る 麁( ギ ｙ ポ)

が 慌 て て 出て き た。

師12:0 ●:|卜12:29:10 CMR1 ＆1.6,441--MISr ●， 蜀鏖 方向 に2711e 落 差を 祷 つ 石 氏 岩 の超 巨 大鋸 驥 ， り 。ジ 状 の 高 ま り

と その 両側 に 大小 様 々 の創 面崩 壊 と そ れに 伴 う 土 石擒 堆 駿 物が 見 られ る。 石灰 岩 は晁 に 被 わ れ てい てあ た か も夏 山 の 譬に 泥 が 厩

じ・ て い るよ うに 見 える 。 斜面 朋 壊 は大 纏 横 で朋 壊 に よ・ て生 じ た土,ii流 に よ・ て石 灰 岩 の 塞面 に は無 数 の眼 癲 が 見 られ る 。 朋

壊 し た 後 の 断 鏃 絶 壁 の 頂 上 付近 に は Ｓ ｃｌｎｌ･£lm&SE の厚 さｅ 黒 い 足岩 の挾 み が見 ら れ， 下部 は冢蜆 則 に 侵食 面を 埋 め て い

る。 舛 面 崩 壊 の上 部 は傾 斜 がほ とん ど・ ・ に な・ てい る。

11 12:S4:a9･-13:2S: ４ｅ ＣＭＲＩ＆2,6j(X 》･一亀(冶S・1. 石 吠岩 の小 さ なヌ テ 。プ が何 段 も認 め ら れ る。 ス テ 。プの う ち大 き い も

の で は 薦差 ７ 韲l. 小 さ い も の で はS ●－5{》ａ･ 桓 変 であ う た。 謖 い斜 面 と氤 な似 屬 の組 み合 わ せが 畿 つも見 られ た。 こ の瀰 さ ま で

は 石灰 岩 の鋸 顋 が 明 敏( め いり ょ う) であ る。

碣13:34:S! 卜1･:06:09 CRMI&2,  MM 一亀74Sm. 石 灰岩ａ 矇 を 頻繁 にも つ 泥が 海１ の 裏面|こ見ら れ た。 石灰 岩 の● は 土 石

擒 堆積 物 か ら 衷ｉ が 涜い だ Ｓれ たり ，小 さ な輾 が 洸 れに よ ９ てｌ ●だ め られ たり して い る。

鵺t･x06=0 卜15:04: 叨 ＣＭＲ亅＆気5,745 －5w4帥 ・‰ 埀物 の巣 允 蹌 ●－ ラ セ ン状ｅ 爨 ， 廡加 の債 な ど生 物 活動 が著 し い 。 石

灰 轡 は 飃頑 も 琿 も全( 兄 ら れな い｡

一一 一

によ・てパラオ石灰岩が報告されているが年代は第四紀

であり，古い石灰岩の岩帯がパラオにあ･・たかどうかは

不明であり今後の研究が必菱である。

７，まとめと今後の●●

パラオ海溝陸齠斜面に龝航 し水原6;442m の隸さから

巨大な石灰岩の岩帯が発見された。石灰岩帯は比高450

m にわたりその表面には条痕が盡筋も発達しさら|こ水竃

が大きいため石灰岩は溶解し，穴かあいて飮らかくな・

ていた。毎分的に崩壊し負●を形威しておりそのため発

生した土石読堆鶲枷が認められた。

このような巨大な石灰岩の岩靨が現在海溝の陵側斜面

の深さ6jUm に存在することは・ 明を要する。狐在の

ところ３つの可●忻があげられているがこれを決めねぱ

ならない。また陸上の付加体には多くの石灰岩の岩靨が

認められるが，現在進行形で石灰岩が付加 しているもの

から地質時代に付加したものとの闘を埋めねばならな

い。今回の石灰岩帯はこの間を坦める有用な材料を提供

している。

謝　　 胖

潜航に関して6K 運行チ ームの方々には潜水船のﾉヽン

ド1リングのみならず海底で様々な議論や鰹験豊かな話を

してい ただいた。「よこすか」 の舶艮はじめ衆組貝の

方４には事前調査や瀧水船の墻水 書収のみならず様々

な便宜を圜っていただいた。深淘研究部掘田宏都長には

航海全般に関する便宜を図・ていただき様々なご敏・ を

いただいた。
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静岡大学の小泉聡子，大鋸朋生。 琉球大学の仲村明子，

水産大学の堀井善弘氏には「よこずか」船上で研究に関

する疑助をしていただいた。横浜国大の青池寛氏及び高

知大学の岡野華氏には図面や原稿の作成のお手伝いをお

願いした。東北大学森啓氏からは化石に関するご助言を

賜・ た。これらの方々にお礼申し上げる。
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町 真 １ 石 灰岩帯 の 表面 の崩壊 と条 喰

Pholo l Lime ｓtｏｎぐblock arid slikenside.

町 貞 ２ 石 灰1‘1の間に 見られ る黒い 峨積 勧

Photo 2 Intralimcslone sediment ・

町 良3 30cm の ス テ ７プ を 彫 威 す る石 灰 岩

Ｐｈｏtｅ ３ Ｌｊｍｅｓtｏｍｅ forming al ｘ)ｕl 脯cm ｓtep･

町 禽 ４ 岶 こ埋 まっ た衣灰 むの ステ７プ

Ｐｈｏt０ ４ Limestone slep co ｖｅred ｗith ｓediment ｓ，

町 真 ５ 石灰 岩の試 料

Pholo 5 Surface of the  limestone.

7j 真 ６ ヵ ７卜し た衣 而

Phot ｏ６ Ｒｅｅrａ囗ｊｍｅｓtｏｎｅ cut surface ｗilh many

organisms.
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町ａ ７ 石灰 岩 の悶に 杖 まる堆 航物

Pholo 7 Inlralimcstonc s ｄ ｉｍｅｎｌ sample.

町 自 ８ 扁|の堆 軸物･1･の●

Photo 8 Grallulc -within inlralimc$lon ≪ sｅdiｍｅｎＫ

町ａ ９ 石灰岩の破片

Pholo9 Picccorlimcsl り11c.
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町a lo 石 灰冫;の破1;･

Photo  10 Pie ぐc or limestone.

町貞|| 石灰岩の破片

Pholo II Pieｔc onim6tone.

町貞12 6 灰も･の丸い礫
Photo 12 Roundpcbblcoflim にtonc.
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写 真15 石灰 岩の 太面に堆 積し た麗

Plｘ冫to 15 P ｕｓｈ core sample of surface mud covering

limestone.
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